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健康課題
自分の生活で，何

が問題となってい

るかを洗い出した

もの

健康行動
課題解決に向け

て取り組むため

の行動

近年子どもを取り巻く社会状況や生活環境の変化は，子どもの心身の健康状態や

健康に関わる行動に影響を与えている。毎日学校生活を送っている子どもにとっ

て，メディアなど情報機器の使用過多や運動不足，夜更かしや睡眠不足などの生活

習慣の乱れ，ストレスやアレルギー疾患など，様々な健康課題が顕在している。自

己の健康観は，家庭や地域における日常生活の中で健全に形成されると考えられる

が，充分身に付いていない現状があり，学校での健康教育の取り組みが必要とされ

ている。

学校における健康教育では，健康の価値を認識し，自ら課題を見つけ，健康に関

する知識を理解し，主体的に考え判断し行動していく中で，よりよく課題を解決す

る資質や能力の育成が重視されている※'・生涯にわたって健康で安全な生活を送る

ための基礎を培うには，心身の科学的思考と正しい判断のもとに意志決定を行うこ

とが，「生きる力」につながっていく。

子どもが健康の価値を認識し，自己の健康課題を見つけ，健康行動の実践に向け

ての意欲をもつ過程においては，互いの思いや考えを聞き合うことが有効であると

考える。健康に関する個々の考えを互いに受け入れ，新たな価値観と出会い，自分

の考えと関係づけていく中で，自己の考えが再構成され，健康課題がより明確にな

っていく。健康課題が明らかになってくると，健康行動への意欲が高まる。実践に

向けて相手の考えを受け入れ，自分のものと関係づけていきながら，再構成された

より具体的な健康行動が生まれると考える。

健康教育での聞き合いが，子ども自身の健康課題を明確にし，健康行動への意欲

を高めていくことで，子どもの学びは豊かになっていく。よって健康教育における

学びを豊かにする聞き合いを以下のように設定する。

子どもが健康の大切さを認識し健康課題を明確にする中で互いの思いや考えを

結びつけ新しい健康観を再構成し健康行動への意欲を高めていく聞き合い

2聞き合いのために

（1）子どもにつけたい態度

健康教育で子どもにつけたい態度は，子どもが健康の大切さを認識し，なぜ健康

的な行動を実践することが大切なのかを理解しようとすることである。子どもが健

康的な行動を実践する理由を理解することで，健康と健康行動についての価値は確

かなものになっていくと考える。

(2)子どもに共有させておきたいこと

健康教育で子どもに共有させておきたいことは，自己を客観的に見つめられるこ

とである。子どもが自分の健康課題を見つける時や健康行動を実践しようとする際

には，自己を客観的に見つめ，自分の状況を自覚できるようにすることが大切であ

る。また，自分はその行動をうまく行うことができるという見通しをもっているこ

とが，行動への意欲につながっていくと考える。
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S関係づけ再構成する手だて

（1）思考の可視化

子どもに学習の形跡を残すために，子どもの思考が見えるワークシートを使用す

ることで，子ども同士が聞き合いを円滑におこなったり，子ども自身が学習の経過

を振り返ったりすることができる。また教師が，子どもの思考が，聞き合いによっ

て，関係づけ再構成されたかを見取る際の材料にもなり得る。

(2)科学的思考を促すための教材の工夫

健康教育では，個々の生活経験や健康観だけではなく，科学的な見解が有益とな

る。データ化されたものや写真，動画など，子どもの健康についての認識を高めら

れるような教材の提示が必要である。子どもにとって言葉だけでは理解し難いこと

でも，視覚化された教材によって聞き合いが深まり，既存の知識と関連付けて考え

ていくことができる。

(3)実践力をつけるための学習形態

健康教育においては，子どもが健康な生活の実践の仕方について理解するだけで

はなく，正しい健康行動様式を，具体的な活動を通して身につけるようにすること

が大切である。このためには，実験や実習などの実践的な活動を取り入れることが

有効であると考える。

またティームティーチングやゲストティーチャーなどの指導形態は，それぞれの

専門性を生かし,子どもの関心や意欲を高め知識を確かなものにすることができる。

さらに，グループディスカッションやブレインストーミング，ロールプレイングな

どを取り入れていくことで，知識を活用させることができる。このような学習内容

に応じた場での聞き合いによって，自分と他の健康価値を比較しながら関係づけ，

新しい健康観に再構成されていくと考える。
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4 実践例

(1)思考の可視化

①1年「せいけつなからだ」

＜からだをきれいにするには、どうしたらいいかな＞という課題の授業では，子どもは

自分の「普段の手洗いの様子やお風呂でよく洗う部位のアンケート」を見ながら，これか

らの課題を考えていた。健康問題や健康課題を書き込めるワークシートを同じ台紙に重ね

て貼ることで，自分の様子をふりかえりながら考え，「体のこの部分をきれいにしよう。」

と，書き込む姿が見られた。気付きとして，「手を洗うときは，指の間まであらう」「お風

呂では耳の後ろまであらう」などがあり，クラス全体でそれぞれの工夫を聞き合った。そ

の結果，「汚れを落とすためにしっかりあらう」「石けんできれいにする」など，友達の意

見から得られた新たな視点を追加して，ワークシートに書き込む姿も見られた。また同じ

台紙には，「からだぴかぴかがんばりカード」を貼り，一人一人が，自分の考えためあてで

取り組もうという思いを持った。

②5年「生活習慣の大切さを知ろう」

5年生の「生活習慣の大切さを知ろう」では，画用紙で台紙を作り，アンケートやワー

蕊
資料1台紙に張ったシートを見ながら，「目覚まし時計を使うと起きられるかもし

ワークシート れないね｡」「私は目覚まし時計を二つ使ってるよ｡」と聞き合

う姿もあった。自分なりの工夫がわかり，毎日の生活の様子を記入する「すくすくカード」

を取り組む意欲が高まった。

次時の「よい生活習慣のために」の学習では，前時「生活の大切さを知ろう」の後に一

週間取り組んだ「すくすくカード」の結果について，四～六人グループの班で聞き合った。

自分の工夫や難しかったことを出し，どうしたら解決できるかをお互いに聞き合っていた。

次にそれをクラス全体に広げ，共有した。自分のグループでは出なかった視点からの意見

が出て，「なるほど」と納得している姿も見られた。ふりかえりでは，「Aさんのように家

族にも協力してもらって，早く寝るようにしたいです｡」と，友達の工夫を参考にしている

ものがあった。

(2)科学的思考を促すための教材の工夫

①1年「せいけつなからだ」

自分の手の汚れを見せるために，子どもにアルコール綿で手のひらや指の問を拭かせた。

資料2アルコール綿についたことがわかり，「こんなに汚れているんだから，しっかり洗お

手の汚れを確認する姿う。」と，子どもの意欲につながった。
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②5年「生活習慣の大切さを知ろう」

事前にクラス全員が実施したアンケート結果を基に，5年生の生活習慣（睡眠・朝食．

運動・排便）の実態をデータにしたものを提示した（資料
すいみん

3）。子どもは，自分たちのデータであることを意識し，「寝C*z=§：

鍵息。，
る時間が結構遅いんだな｡」「朝ごはんを食べない人もいる 19慾窯:

蕊認〈.:::．;冒寓:冒冒‘･・・・・

垂篝驚んだね｡」など，興味を持って見ていた。

クラスの実態を，自分自身のものと比べている姿もあっ〃i;蕊霞識;;
た。間き合いの中で，朝食をとっていない人は寝る時間が

遅いなど，生活習慣のキーワード同士が関連していること
朝食

がわかり，「睡眠時間と朝ごはんはつながっているんだ｡」BC
と驚いていた。どの生活習慣も欠かせない大切なものであ5@:!,》

ることを，子どもは実感していた。朝食と学力の相関デー

タを提示した際には，「朝ごはんを食べていないと点数が低

いのか｡」と，学力に影響を及ぼすことに，子どもは驚いて

いた。自分の生活での目標を，「勉強のために早く起きて朝 資料3子どもの実態を

ごはんを食べる」と，データの結果を生かした視点でワー示したデータ

クシートに書き，健康行動への意欲をもった姿に再構成が

あらわれていた。

(3)実践力をつけるための学習形態

①1年「せいけつなからだ」

1年生の「せいけつなからだ」の授業では，子どもが体をきれいにするための工夫を考

える際，まず四人グループで聞き合うことから始めた。そして，グループで話したことを

基に，クラス全体で聞き合った。全体で発表する場では，一人の子どもが話す方を皆が向

き，うなずきながら聞いたり，「Bさんに付け足します」とつなげて発言する姿が見られた

りした。クラス全体で共有することで，一人一人の理解がより深まり，健康課題の再構成

につながった。

②5年「けがの予防」

5年生の「けがの予防」の学習では，目前にせまった合宿で，どんな活動のときにどの

すいみん
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ようなケガをすることが予測されるかを，グループでプレ

インストーミングさせた。「登山の時は，転んでケガをする＃

かもしれない｡」「山で蜂に刺される危険もあるよ｡」と、四，’

人グループで自由に意見を述べていた。各グループで模造I

紙に考えをまとめたものでは，活動ごとにわかりやすく害,
．"..i

いたものや，マッピングで見やすくしているものなど，そ蕊

れぞれに工夫をこらしていた（資料4）。グループで聞き合 資料4合宿でのケガを

った結果，多くの考えが出て，関係づけながら深まっていグループで想定し
まとめたもの

く様子が見られた。

5成果と課題

健康教育においては，子どもが自らの健康課題を見出し解決しようとする意欲が，聞き合う

ことでより深まっていった。ワークシートなどを重ねた健康カードや，手の汚れを見る実験に

よって，子どもに「相手の意見を聞きたい」という必要感が生まれ，聞き合いの質が，より高

まった。これからも，子どもが毎日の生活の中で健康の大切さを認識し，学び合うことで生き

る価値を見出していけるような，豊かな健康教育を推進していきたい。
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